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戦後 70年　一人一人が平和の尊さを考える夏に

市民とともに平和を引き継ぐ
　今年は、日本で約 310 万人もの犠牲者が出た第二次世界大戦が終わって 70 年とい
う節目の年に当たります。市では、市民の皆さんとともに平和を引き継ぐため、平和
祈念事業の企画・実施などを行っています。
　今回は、市民公募の委員からなる「清瀬市平和祈念展等実行委員会」や、年２回開
催する「平和祈念フェスタ in 清瀬」について紹介します。
　皆さんもこの機会に、「平和」について考えてみませんか。

問合せ　企画課市民協働係☎ 497・1803

　

人
々
の
記
憶
の
な
か
か
ら
戦

争
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
て
き

て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
と
し

て
、
実
際
に
こ
の
日
本
で
戦
争

が
あ
っ
た
こ
と
、
清
瀬
で
も
戦

争
が
あ
っ
た
こ
と
を
多
く
の
若

い
世
代
に
伝
え
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
い
、
二
度
と
戦
争
が

起
き
な
い
よ
う
、
清
瀬
市
民
の

先
頭
に
た
っ
て
貢
献
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

実行委員会の委員長を当初か
ら 務 め る。 昭 和 43 年 か ら、
平和活動を続け、講演会や展
示会など市民の皆さんに戦争
の悲惨さ、平和の大切さを広
く伝えることに尽力している

清瀬市平和祈念展等
実行委員会委員長

石崎  政治さん

　
「
平
和
祈
念
フ
ェ
ス
タ
in
清

瀬
」
を
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
こ
と
は
、
実
行
委
員

会
が
結
成
し
て
初
め
て
で
す
。

今
回
の
「
平
和
祈
念
フ
ェ
ス
タ

in
清
瀬
」
の
企
画
の
特
徴
は
？

戦
後
70
年
の
節
目
、
委
員
長
と

し
て
の
思
い
は
？

平 和 へ の 思 い、 次 世 代 へ

　

市
議
会
が
昭
和
57
年
に
「
非
核
清
瀬

市
宣
言
」（
上
記
参
照
）
を
議
決
し
て

か
ら
、
今
年
で
33
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
市
で
は
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
市
民
の
霊
を
祭
っ
た
「
平
和
の

塔
」（
写
真
上
）
の
設
置
や
、「
清
瀬
市

平
和
祈
念
展
」
の
開
催
、「
ピ
ー
ス
・

エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち

を
広
島
に
派
遣
す
る
な
ど
、
平
和
に
関

す
る
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

両
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
よ
う
な
形
の
「
平
和
の
塔
」。
塔
の
裏

側
の
銘め

い
ぶ
ん文
に
は
、
真
の
平
和
と
社
会
繁
栄
が
永
く
続
く
こ
と
を

願
う
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る（
作
：
澄
川
喜
一
氏
・
中
央
公
園
内
）

　外気舎が残る結核療養所
は、戦時中は軍人の療養所
でした。外気舎は平成 26
年２月、市指定有形文化財
に指定されました。

「外気舎」（旧傷
し ょ う い

痍軍人東
京療養所・竹丘３丁目）

清瀬村にあった郵便局
（現上清戸 1―11 、1965

年撮影 )

「
こ
こ
に
清
瀬
病
院
あ
り
き
」

の
碑 国

立
看
護
大
学
校 

　この郵便局から数百㍍
先の、中清戸の志木街道
沿いで爆撃による犠牲者
がでました。

　清瀬中央公園や国立看護大学校、日本看護協会の看護研修学校や
図書館（2008 年 4 月に閉校した国立東京病院付属リハビリテーシ
ョン学院の跡）にかけての辺り一帯が、当時は清瀬病院（日本医療
団清瀬病院）でした。 看護大学校の正門の北側の入り口から中央
公園に入ると「ここに清瀬病院ありき」と記した記念碑があります。 

　1945 年 3 月 10 日未明に東京大空襲がありました。低空で東京
下町上空に侵入したアメリカ軍の B29 爆撃機 279 機が、大量の焼

しょう

夷
い だ ん

弾を無差別に投下しました。 
　2 時間半に及ぶ爆撃で町が焼きつくされ、10 万人を超える人々
が亡くなり、大勢がやけどを負いました。東京大空襲からおよそ一
週間後、やけどを負った人々が都心の病院から清瀬病院に運ばれて
きましたが、医薬品も不足していて十分な治療ができず、その多く
が破傷風などで亡くなりました。 

　世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
　我々は、世界で唯一の被爆国民として、被爆の恐ろしさ、被爆者
の苦しみを、声を大にして全世界の人々に訴え、再び「広島」・「長
崎」のあの惨禍を繰り返させてはならない。
　我

われわれ

々は、非核三原則（造らず、持たず、持ち込ませず）が完全
に守られることを願い、すべての核保有国に対し、核兵器の廃絶と
軍縮を求め、いかなる国の、いかなる核兵器も、わが清瀬市内に
配備・貯蔵することはもとより、配備訓練、空中輸送、核部隊の通
過も許さない。
　我々は、核攻撃の目標となるおそれのある施設の撤去に努め、
いかなる理由があろうとも、新たに設けることを認めず、疑わしき
施設の実態把握と公表に努めることを宣言する。

昭和 57 年 9月 29日　清瀬市議会

非 核 清 瀬 市 宣 言

　
「
清
瀬
市
平
和
祈
念
展
」
は
、
企
画

の
段
階
か
ら
市
民
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
で
市
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
新
た

な
平
和
祈
念
展
と
す
る
た
め
、
平
成
18

年
度
か
ら
市
民
公
募
の
委
員
か
ら
な
る

「
清
瀬
市
平
和
祈
念
展
等
実
行
委
員
会
」

を
組
織
し
、
平
和
祈
念
事
業
の
企
画
な

ど
を
市
と
協
働
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
か
ら
の
、「
清

瀬
市
の
特
性
の
あ
る
内
容
を
紹
介
し
た

い
」
と
の
意
見
か
ら
、戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
大
切
さ
、
人
命
の
尊
さ
を
広
く

伝
え
、
平
和
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

８
月
と
３
月
に
「
平
和
祈
念
フ
ェ
ス
タ

in
清
瀬
」
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ

３
万
人
以
上
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
実
行
委
員
会
で
は
、「
平

和
祈
念
フ
ェ
ス
タ
in
清
瀬
」
を
開
催
し

ま
す
。（
内
容
な
ど
は
左
記
参
照
）

27・８・15 27・８・15 ４５

「 平 和 祈 念 フ ェ ス タ in 清 瀬 」 に ご 来 場 を
～ 戦 後 ・ 被 ば く 7 0 年 、 平 和 を 語 る ～

　

当
時
は
郊
外
の
農
村
で
あ
っ

た
清
瀬
は
、
あ
ま
り
被
害
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

方
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
戦
時
中
の
空
襲
で
は
、
よ

く
Ｂ
29
も
飛
来
し
、
上
空
で
空

中
戦
や
対
空
砲
火
が
見
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
清
瀬
の
病
院
に
は
大

空
襲
で
被
災
し
た
重
傷
者
が
大

　今年も、市の代表として市内の小・中学生 10 人（右表参照）
が、8月 5日～ 7日まで被爆地である広島に行き、平和につ
いて学んできました。
　ピース・エンジェルズは、平和記念式典への参列、平和記念
資料館、原爆ドームなどの見学、被爆体験談などの聴講を通じ
て、直接過去の事実を体験し、平和の尊さを肌で感じて平和に
対する意識を広め、平和の大切さについて学習しました。

氏名 学校 学年
加藤  好乃美 芝山小 ５年
渡辺  健太郎 三小 ６年

小林  駿斗 三小 ６年
小川  翠 七小 ６年

谷藤  明莉 十小 ６年
小澤  未来 十小 ６年
竹内  大輝 二中 ２年

森田  マリアアイラ 二中 ２年
佐々木  菓 五中 １年

クレイバン  希音 東 京 学 芸 大 附 属
小金井中学校 ２年

　ピース・エンジェルズは、広島に行く前後、事前課題やグループワークなどの学習
会を行いました。
　実際に広島で平和の大切さについて学習した後は、「平和祈念フェスタ in 清瀬」で
学習成果を報告します（日程などは上記参照）。今年度の平和祈念フェスタ in 清瀬に
向けてピース・エンジェルズの皆さんが活動する様子の一部を紹介します。

～ 学 習 会 の 様 子 を 紹 介 し ま す ～

◆第１回学習会（７月 24 日　中清戸
地域市民センター）

　広島の原爆の子の像にささげるため
に市民の皆さんから託された千羽の折
り鶴に糸をとおし、千羽鶴にしました。

◆結団式（７月 31 日　健康センター）

　代表者２人が「広島に行くにあたっ
ての決意」を渋谷市長に述べ、市長か
ら一人一人にピース・エンジェルズの
名札が授与されました。

勢
送
り
込
ま
れ
た
り
、
都
心
の

小
学
生
の
集
団
疎
開
を
受
け
入

れ
る
な
ど
、
多
く
の
影
響
や
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
市
内
に
残
る
戦

争
の
遺
跡
な
ど
の
一
部
を
写
真

で
紹
介
し
ま
す
。
清
瀬
市
に
あ

っ
た
戦
争
の
事
実
を
風
化
さ
せ

な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
で
伝
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

清
瀬
市
は
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
ま
す 

　

広
島
・
長
崎
両
市
長
が
中
心
と
な

り
、
世
界
６
千
779
都
市
（
平
成
27
年

８
月
１
日
現
在
）
が
加
盟
す
る
核
兵

器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
実
現
を

目
指
す
「
平
和
首
長
会
議
」
に
、
清

瀬
市
は
、
平
成
21
年
３
月
２
日
、
都

平
和
に
関
す
る
事
業
の
推
進

平
和
祈
念
展
等
実
行
委
員
会

を
設
置

内
26
市
の
な
か
で
４
番
目
に
加
盟
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
も
平
和
の
大
切
さ
や

核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
、
戦
争

の
な
い
世
界
に
向
け
て
運
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
ピ
ー
ス
・
エ
ン
ジ

ェ
ル
ズ
に
、
参
加
に
あ
た
っ
て

の
決
意
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　ピース・エンジェルズ
には、平和の大切さを学
ぶために応募しました。
　広島では、自分で原爆
の被害をしっかり見て学
び、清瀬に戻ったら、そ
の恐ろしさや平和の大切
さを多くの人に伝えたい
と思います。

　犠牲者がたくさん出た
戦争を、二度としてはい
けないと思います。
　広島で起きた現実を、
この目でしっかりと見
て、戦争を起こさないた
めに自分たちが何をすれ
ば良いのかを考えて学ん
できます。

佐々木  菓さん
（五中１年）

渡辺  健太郎さん
（三小６年）

★
出
発
前
の
ピ
ー
ス
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
ズ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

昨
年
度
の
報
告
会
に
は
市
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た

　

今
年
も
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、

身
近
に
「
戦
争
と
平
和
」
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、

2
つ
の
会
場
で
「
平
和
祈
念
フ

ェ
ス
タ
in
清
瀬
」
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

8
月
29
日
㈯
午
後
1
時

30
分
（
開
場
は
午
後
１
時
）
～

４
時
30
分

場
所
　
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

ー
第
１
部

①
四
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー

　
プ
ニ
ン
グ
演
奏

②
ピ
ー
ス
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
、

　
市
民
団
体
に
よ
る
広
島
報
告

　

清
瀬
市
の
代
表
と
し
て
、
広

島
に
派
遣
さ
れ
た
小
・
中
学
生

に
よ
る
学
習
成
果
の
報
告
と
市

民
団
体
に
よ
る
報
告

③
ピ
ー
ス
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
卒

　
業
生
に
よ
る
発
表

―
第
２
部

◆
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
コ
ン

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る

報
告
・
展
示
会
な
ど

★
展
示
会

日
時　

8
月
18
日
㈫
～
30
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
6
時

場
所　

ク
レ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ク
レ
ア
ビ
ル
４
階
）

内
容　

広
島
・
長
崎
被
爆
関
係
、

清
瀬
と
戦
争
の
パ
ネ
ル
な
ど
の

展
示
、
市
民
の
方
か
ら
お
借
り

し
た
貴
重
な
書
籍
・
資
料
の
展

示
も
あ
り
ま
す
。

★
報
告
会
・
演
奏
会

　

実
行
委
員
会
で
は
、
清
瀬
市
に
お
住

ま
い
の
戦
争
体
験
者
の
お
話
と
清
瀬
市

の
戦
時
遺
跡
な
ど
を
記
録
し
た
「
清
瀬

と
戦
争
２
０
１
５
年
版
」
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
編
集
発
行
し
て
い
ま
す
。

直接会場へ！

ボニージャックス
「
原
爆
と
人
間
」
の
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
（
昨
年
）

ー Profile ー
　1958 年にグループを結成し、今年
で 57 年目。童謡・唱歌・叙情歌など
の「美しい日本の歌」を得意とする正
統派老舗コーラス・グループ。
　近年では、歌声喫茶を彷

ほ う ふ つ

彿させる
「青春謳

お う か

歌 歌のひろば」なる歌声イベ
ントをはじめ、 全国各地でのコンサー
ト・ ディナーショーを中心に活動中。

平和の歌を
一緒に歌おう

サ
ー
ト
「
み
か
ん
の
花
咲
く

丘
」「
東
京
の
花
売
り
娘
」「
み

ど
り
の
そ
よ
風
」
他

　

ア
レ
ン
ジ
譜
の
保
持
数
か
ら

「
歌
の
伝
道
師
」
の
異
名
を
持

つ
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
に
よ
る

演
奏
会
で
す
。「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ

ッ
ク
ス
ト
ー
ン
」
と
称
さ
れ
る

歌
声
は
、
聞
き
手
の
心
に
「
郷

愁
の
思
い
」
を
届
け
て
く
れ
ま

す
。
皆
で
平
和
の
歌
を
歌
い
ま

し
ょ
う
。
四
中
吹
奏
楽
部
と
の

コ
ラ
ボ
も
あ
り
ま
す
。

ピ ー ス・ エ ン ジ ェ ル ズ
（ 広 島 派 遣 生 ） が 広 島 へ

　

第
１
部
は
、
広
島
で
学
ん
だ

小
・
中
学
生
の
ピ
ー
ス
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
ズ
の
報
告
や
市
民
団
体

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
今
回
は
ピ
ー
ス
・
エ
ン
ジ

ェ
ル
ズ
卒
業
生
の
出
演
や
、
四

中
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も

あ
り
、
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え

ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ

ッ
ク
ス
に
よ
る
演
奏
会
も
行
わ

れ
、
戦
後
復
興
や
平
和
に
関
す

る
歌
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
お

う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
祈
念
フ
ェ
ス
タ
は
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
平
和
の

大
切
さ
・
人
命
の
尊
さ
・
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
行
事
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
清
瀬
の
平
和
運
動
の

報
告
が
で
き
る
こ
と
を
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
祈
念
フ
ェ
ス
タ
in
清
瀬
の
２
つ

の
会
場
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
右
記
の

内
容
な
ど
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写 真 で 見 る 清 瀬 と 空 襲


